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コロナ禍の雇用を考える特
集

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
労
働
者
の
現
状

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、労
働
者
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。解
雇

や
雇
止
め
は
多
発
し
て
い
る
の
か
。
ま
ず
は
、
統
計
な
ど
に
基
づ
き
、
労

働
者
の
現
状
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

（
一
）
解
雇
等
見
込
み
労
働
者
数
の
推
移

　

厚
生
労
働
省
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
二
九
日
以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
起
因
す
る
雇
用
へ
の
影
響
に
関
す
る
情
報
」
を
公
表
し
て

い
る（
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
）。
執
筆
時
点
に
お
け
る
最
新
の

情
報
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
「
解
雇
等
見
込
み

労
働
者
数
」
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
五
日
時
点
で
累
計
九
万
三
三
五
四
人

で
あ
る
。

　

約
半
年
前
（
二
〇
二
〇
年
九
月
四
日
時
点
）
の
累
計
値
が
五
万
二
五
〇

コ
ロ
ナ
禍
の
雇
用
を
考
え
る

コ
ロ
ナ
禍
と
日
本
の
労
働
問
題

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の
間
の
格
差
の
解
消
に
む
け
、

﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
二
〇
二
〇
年
四
月
、

コ
ロ
ナ
禍
が
雇
用
情
勢
を
一
気
に
悪
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
の
雇
用
・
労
働
問
題
に
今
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

八
人
、
約
三
ヵ
月
前
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
四
日
時
点
）
の
累
計
値
が
七

万
五
三
四
一
人
で
あ
る
か
ら
、
解
雇
等
見
込
み
労
働
者
数
は
確
実
に
増
加

し
て
い
る
。

　

産
業
別
で
は
、
製
造
業
、
飲
食
業
、
小
売
業
、
宿
泊
業
な
ど
の
累
計
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
最
多
の
製
造
業
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
五
日
時
点

で
累
計
二
万
五
三
六
人
と
な
り
、
は
じ
め
て
二
万
人
を
突
破
し
た
。

　

も
っ
と
も
、「
解
雇
等
見
込
み
労
働
者
数
」
と
は
、
都
道
府
県
労
働
局
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
の
あ
っ
た
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
解
雇
・
雇
止
め

な
ど
の
予
定
が
あ
る
労
働
者
の
数
に
す
ぎ
な
い
（
一
部
、
す
で
に
解
雇
・

雇
止
め
さ
れ
た
人
数
を
含
む
）。
し
た
が
っ
て
、労
働
局
な
ど
へ
の
相
談
が

な
け
れ
ば
こ
の
人
数
に
は
含
ま
れ
ず
、
実
際
に
解
雇
・
雇
止
め
さ
れ
た
人

数
を
完
全
に
反
映
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　

お
そ
ら
く
、
実
際
に
解
雇
・
雇
止
め
さ
れ
た
労
働
者
の
数
は
、
こ
の
数

字
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

弁
護
士

岡
田
俊
宏

お
か
だ
・
と
し
ひ
ろ

二
〇
〇
四
年
、
早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
。
二
〇
〇
九
年
、
弁
護
士
登
録
（
東
京
弁
護
士
会
）。
二
〇

一
七
年
～
一
九
年
、
日
本
労
働
弁
護
団
事
務
局
長
。
現
在
、
自
治
労
本
部
常
勤
顧
問
、
日
本
労
働
弁
護

団
常
任
幹
事
、
東
京
弁
護
士
会
労
働
法
制
特
別
委
員
会
委
員
（
公
務
員
労
働
法
制
研
究
部
会
長
）
な
ど
。

（
二
）
完
全
失
業
者
数
・
失
業
率
の
推
移

　

次
に
、
完
全
失
業
者
数
お
よ
び
失
業
率
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
（
総
務

省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
参
照
）。

　

感
染
拡
大
が
始
ま
る
前
の
二
〇
二
〇
年
二
月
の
完
全
失
業
者
数
は
、
一

五
九
万
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
増
加
に
転
じ
、
同
年

一
〇
月
に
は
二
一
五
万
人
と
な
り
、
そ
れ
以
降
、
同
年
一
一
月
が
一
九
五

万
人
、
同
年
一
二
月
が
一
九
四
万
人
、
二
〇
二
一
年
一
月
が
一
九
七
万
人

と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
（
前
年
同
月
比
で
は
一
二
ヵ
月

連
続
で
増
加
）。
も
っ
と
も
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
二
〇
〇
九
年
九
月

の
完
全
失
業
者
数
が
三
六
三
万
人
だ
っ
た
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
極
端
に
増

加
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

　

ま
た
、
完
全
失
業
率
の
推
移
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
が
三
・
一
％
、
同

年
一
一
月
が
三
・
〇
％
、
同
年
一
二
月
が
三
・
〇
％
、
二
〇
二
一
年
一
月

が
二
・
九
％
と
、
三
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
平
均
は

二
・
八
％
で
あ
り
、
二
・
四
％
だ
っ
た
二
〇
一
九
年
と
比
べ
れ
ば
悪
化
し

て
い
る
も
の
の
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
二
〇
〇
九
年
七
月
が
五
・
七

％
だ
っ
た
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
や
は
り
そ
こ
ま
で
大
き
く
悪
化
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。

　

で
は
、
労
働
者
の
雇
用
へ
の
影
響
が
限
定
的
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う
。
労
働
力
調
査
に
お
け
る「
失
業
者
」と
は
、
調
査
の
週

に
お
い
て
仕
事
が
な
い
者
の
う
ち
、
過
去
一
週
間
以
内
に
求
職
活
動
を
行

っ
た
者
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
失
業
し
て
い
て
も
、
こ
の
期
間

に
求
職
活
動
を
し
て
い
な
い
人
は
、
失
業
者
に
含
ま
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
就
業
者
数
の
推
移

　

就
業
者
数
の
推
移
を
見
る
と
、
雇
用
を
失
っ
た
労
働
者
の
数
は
、
も
っ

と
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集

計
）」
参
照
）。

　

二
〇
二
〇
年
三
月
の
就
業
者
数
は
六
七
〇
〇
万
人
で
、
前
年
同
月
比
で

一
三
万
人
の
増
加
（
八
七
ヵ
月
連
続
の
増
加
）
だ
っ
た
が
、
同
年
四
月
に

は
、
六
六
二
八
万
人
に
大
幅
減
少
と
な
っ
た
（
前
年
同
月
比
で
八
〇
万
人

の
減
少
）。
と
く
に
、
男
性
が
二
七
万
人
の
減
少
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性

は
五
三
万
人
の
減
少
で
、
女
性
の
就
業
者
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
就
業
者
の
う
ち
、
同
年
四
月
の
正
規
労
働
者

は
前
年
同
月
比
で
六
三
万
人
の
増
加
だ
っ
た
の
に
対
し
、
非
正
規
労
働
者

は
前
年
同
月
比
で
九
七
万
人
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
非
正
規
労

働
者
が
極
端
に
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
、
就
業
者
数
は
二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
六
七
〇
七
万
人
と
や
や

持
ち
直
し
た
も
の
の
（
前
年
同
月
比
で
は
五
五
万
人
の
減
少
）、そ
れ
以
降

は
再
び
減
少
に
転
じ
、
二
〇
二
一
年
一
月
は
六
六
三
七
万
人
と
な
っ
て
い

る
（
前
年
同
月
比
で
五
〇
万
人
の
減
少
で
、
一
〇
ヵ
月
連
続
の
減
少
）。


